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ඍੜࢠ機能ֶ研究室
（ެӹஂࡒ๏ਓ地球環境産業技術研究機ߏ）
http://www.rite.or.jp/

研究内容
）̍όΠΦϦϑΝΠφϦʔج൫ٕज़ͷཱ֬

　όΠΦϦϑΝΠφϦʔͱɺ࠶ੜՄݯࢿͰ͋ΔόΠΦϚε͔ΒόΠΦϓϩη
εʹΑΓԽֶ೩ྉΛੜ͢࢈ΔίϯηϓτͰɺ॥ࣾܕձߏஙͷ大͖ͳ
·ՈՊֶઓུͱٕͯ͠ज़։ൃ͕ਐΊΒΕ͍ͯࠃͰɺࠃ͞Εɺถظׂ͕ ɻ͢
ࣨڀݚͰΞϛϊۀࢎੜ࢈ʹ広͘༻͍ΒΕ͍ͯΔίϦωەࡉܕΛ利༻ͨ͠
高ޮόΠΦϓϩηεʮ૿৩ඇґଘܕόΠΦϓϩηεʯΛ։ൃ͠·ͨ͠ɻ高ੜ
ঢ়ଶͰԽ合Λͨ͠ࢭఀʹ๔ͷ྾૿৩ΛਓҝతࡉͷkFZɺඍੜੑ࢈
ͤ͞Δ͜ͱʹ͋Γ· ɻ͢Ҩ子ϨϕϧͰػվྑͨ͠ඍੜࡉ๔Λ大ྔʹௐ
͠ɺԠ૧ʹ高ີʹॆరɺ྾૿৩Λఀͨͤ͞ࢭঢ়ଶͰ高ͷԠΛ行͍
· ɻ͢ඍੜࡉ๔Λ͔͋ͨԽֶϓϩηεʹ͓͚Δ৮ഔͷΑ͏ʹ利༻͠ɺ௨ৗ
ͷԽֶϓϩηεͱಉҎ্ͷੜ࢈ （ੑTQBDF UiNF ZiFMEʀS5: ୯ҐԠ༰ੵ
ͷͨ͋ؒ࣌Γͷੜྔ࢈）͕実͞ݱΕ· （͢ਤ）ɻੜੑ࢈ͷඈ༂త্Λͯ͠ࢦ ɺ
τϥϯεΫϦϓτʔϜղੳϝλϘϩʔϜղੳɺҨ子ωοτϫʔΫղੳΛ౷
合ͯ͠ँܦ࿏ͷσβΠϯΛ行͍ɺੜ࢈ʹ࠷దͳඍੜࡉ๔ʮεϚʔτηϧʯ
Λͯ͠ ͍· ɻ͢

̎）όΠΦΤωϧΪʔٴͼάϦʔϯԽֶੜ࢈
　૿৩ඇґଘܕόΠΦϓϩηεΛ利༻͠ ɺͯ稲ΘΒίʔϯετʔόͷඇ৯ྉόΠΦϚε͔Β次ੈ೩ྉ（όΠΦϒλϊʔϧɺόΠΦ
水ૉ）Λ͢Δج൫ٕज़Λཱ֬͠ɺถࠃΤωϧΪʔলڀݚ所（/3&-）ͱڞಉͰ実༻ԽΛڀݚͨ͠ࢦ։ൃΛਐΊ͍ͯ· ɻ͢͜ͷଞɺ
ɺΞϧίʔϧɺ๕߳ԽࢎػྉͱͳΔ༗ݪͰ༻͍ΒΕΔ֤छϙϦϚʔۀ࢈͞ΕΔόΠΦδΣοτ೩ྉɺछʑͳظ೩ྉͱͯ͠ػۭߤ
合ͷ֤छάϦʔϯԽֶͷੜج࢈൫ٕज़ʹऔΓΜͰ͍· ɻ͢

研究設備
　DNAシーέンサー、自動֩ࢎநग़機、高ӷ体クロマトάラフ࣭ྔ分ੳ
ஔ（LC/.S/.S）、Ψスクロマトάラフ࣭ྔ分ੳஔ（(C/.S）、֤ 種
ジϟーフΝーメンター、Ҩ子組͑ඍ生物の創製から有用物࣭の生産に
至るまで基礎から応用までの֤種実験ஔがଗっています。

研究業・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
< � > )aseHawa S. et al. .etab EnH 59 ��-�� ����
< � >  Shimi[V T. et al. Appl .iDrobiol BioteDhnol  103 ����-���� 

����
< � > )an S.O. et al. BioteDhnol  + 14 e������� ����
< � >  TsVHe :. et al. Appl .iDrobiol BioteDhnol  103 ����-���� 

����
< � > Oide S. et al. En[Zme .iDrob TeDhnol  125 ��-�� ����
< � > Shimi[V T. et al. Appl EnWiron .iDrobiol  85 e�����-�� ����
< � > TsVHe :. et al. + BiosDi BioenH  127 ���-��� ����
< � >  ,oHVre T. et al. Appl .iDrobiol BioteDhnol  102 ����-���� 

����
< � > .aeda T. et al. .ol .iDrobiol  108 ���-��� ����
<��> )aseHawa S. et al. + .iDrobiol .ethods 146 ��-�� ����

ˎ多数の国家プロジェクト・ຽؒ企業との共同研究を実ࢪしています。

世ք࠷先のバイオϦϑΝイφϦー技術をۦして地球Թஆ化エネルギー資ݯのղܾにઓして
͍ます。

研究を始めるのに必要な知識・能力
　όイオ分野の基礎知識があれ研究を開始しやすいですが、これまでόイオҎ֎の分野の多くの学生さんも学Ґを取得してきた実
があります。研究に対するڧい意ཉ、ح心があるਓがదしています。

研究室の指導方針
　多数のຽؒ企業・大学ٴͼւ֎研究機関との共同研究を行っており、ݱ社会が໘している地球Թஆ化の環境問題をόイオ技
術により解決する研究テーマに取り組むことができます。社会にग़て、即戦力として活躍できるਓ材となれるように、基本的なマφー、
社会常識をࢦಋします。研究は自主性を重んじる方で、自分の発を研究に活かせます。連携研究室のため、多数のത࢜研究員
がࡏ੶しており、学生一ਓ一ਓをஸೡにࢦಋします。学会や学術論จの֎෦発දはੵۃ的に行っています。ത࢜߸取得にけて、ӳ
。ಋしますࢦできるようにߘ論จをࣥචޠ

この研究で身につく能力
　ੴ༉から生産される΄とんどの೩料や化学品は、ඇՄ৯όイオマスやഇغ物をݪ料として、環境に༏しいόイオ技術によって生産
Մ能です。この技術は、ਓؒの日常生活にෆՄܽな物࣭を生産すると同࣌に、地球Թஆ化のݪҼとなるCO�をݮՄ能な理の技術
です。皆さんが本学をमྃ後に活躍できるόイオから自動車産業まで΄とんどすての分野の企業がࡏݱこの技術のಋೖをੵۃ的に進
めています。ۙはさらに、このόイオ技術とデジタϧ技術が融合することにより、これまでਓؒでは࡞りग़せなかった高度に機能が
デβイン・੍ޚされたඍ生物ࡉ๔「スマートセϧ」の創製が、ਓ工知能やロϘットのಋೖによりՄ能となりつつあります。この「スマー
トセϧ」創製技術を当研究室で学Ϳことができます。

修了生の活躍の場
　όイオ、化学、ΤωϧΪー、自動車、製紙、৯品、ञ造、電力、電子、Ψス、మ߯、化হ品関連の企業、ٴͼ大学研究職

客員教授：ס　将行 inVi@rite.or.jp

૿৩ඇґଘܕόΠΦϓϩηεͱैདྷ๏ͱͷൺֱ

　˞બできる教ҭプロάラムについては、ೖ学後、୲当教員に֬ೝしてください。




